
関
越
自
動
車
道
を
嵐
山
小

川
Ｉ
Ｃ
で
降
り
、
県
道
１１
号

（
熊
谷
小
川
秩
父
線
）
を
通

っ
て
、
旧
国
道
２
５
４
号
を

走
る
こ
と
約
１０
分
。
左
手
に

「
埼
玉
伝
統
工
芸
会
館
」
の

案
内
と
一
緒
に
「
道
の
駅

お
が
わ
ま
ち
」
の
表
示
が
目

に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
東
京

都
心
か
ら
で
も
１
時
間
半
ほ

ど
の
ド
ラ
イ
ブ
だ
。

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
向
か
う

右
手
の
建
物
の
看
板
い
わ
く

「
和
紙
の
ふ
る
さ
と
へ
よ
う

こ
そ
」
。
こ
こ
が
手
す
き
和

紙
の
体
験
が
で
き
る
「
埼
玉

伝
統
工
芸
会
館
」
だ
。
さ
っ

そ
く
中
へ
。

小
川
和
紙
の
名
は
全
国
に

知
ら
れ
て
い
る
が
、
中
で
も

丈
夫
で
素
朴
な
風
合
い
が
持

ち
味
の
和
紙
、
細
川
紙
（
ほ

そ
か
わ
し
）
は
国
の
重
要
無

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。目

指
す
は
和
紙
工
房
。
室

内
に
で
ん
と
備
わ
る
湯
船
、

い
や
す
き
舟
。
コ
ウ
ゾ
と
の

り
（
糊
料
）
を
た
っ
ぷ
り
含

ん
だ
水
が
人
の
腰
の
位
置
ま

で
張
っ
て
あ
る
。
こ
れ
に
竹

で
編
ん
だ
す
だ
れ
、
つ
ま
り

す
き
板
を
浸
し
、
紙
料
を
す

く
い
取
る
。
体
験
者
の
す
き

板
は
Ｂ
４
サ
イ

ズ
。
ど
ろ
っ
と

し
た
紙
料
を
平

均
的
な
厚
さ
に

そ
ろ
え
る
の
が

コ
ツ
。
す
き
上

げ
た
ら
紙
床
に

移
す
。
水
気
を

十
分
吸
っ
て
い

る
う
ち
に
、
持

参
の
生
花

や

葉
、
糸
な
ど
を

自
分
流
に
デ
ザ

イ
ン
し
て
配
置

す
る
。

ち
な
み
に
無
地
の
薄
手
の

一
枚
紙
が
一
番
安
く
２
１
０

円
、
花
葉
入
り
の
ポ
ス
ト
カ

ー
ド
（
１
セ
ッ
ト
８
枚
）
と

色
紙
（
１
セ
ッ
ト
２
枚
）
は

そ
れ
ぞ
れ
８
４
０
円
、
１
０

５
０
円
。
配
送
料
金
は
別
途

必
要
だ
。

作
業
時
間
は
無
地
の
一
枚

紙
だ
と
２
～
３
分
で
済
ま
す

人
も
い
れ
ば
、
飾
る
花
に
凝

れ
ば
３０
～
４０
分
か
け
る
人
も

い
る
と
い
う
。
運
が
よ
け
れ

ば
伝
統
工
芸
士
、
島
野
元
彦

さ
ん
（
７７
）
の
実
演
を
見
学

し
な
が
ら
指
導
も
受
け
ら
れ

る
。
こ
の
体
験
和
紙
は
コ
｜

ゾ
を
カ
セ
イ
（
苛
性
）
ソ
ー

ダ
と
さ
ら
し
粉
の
漂
白
剤
で

煮
て
い
る
の
で
白
色
が
映
え

て
い
る
が
、
本
来
の
細
川
紙

は
た
き
ぎ
（
薪
）
の
灰
や
土

壁
の
石
灰
を
使
う
の
で
生
成

り
色
が
特
徴
だ
、
と
島
野
さ

ん
は
話
す
。

近
接
す
る
「
物
産
館
」
で

は
和
紙
を
使
っ
た
原
稿
用

紙
、
便
せ
ん
、
色
紙
、
短
冊
、

半
紙
、
さ
ら
に
人
形
な
ど
の

置
物
も
買
い
求
め
ら
れ
る
。

◆
道
の
駅

お
が
わ
ま
ち

埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
大
字

小
川
１
２
２
０
▽
開
館
時
間

９
時
半
～
１７
時
（
入
館
は
１６

時
半
ま
で
）
、
月
曜
日
と
祝

日
の
翌
日
が
休
館

☎
０
４

９
３
・
７２
・
１
２
２
０
▽
埼

玉
伝
統
工
芸
会
館
の
入
館
料

は
大
人
３
０
０
円
、
小
中
学

生
１
５
０
円
。
予
約
・
問
い

合
わ
せ
も
同
じ
電
話
番
号
。

熊
本
市
と
熊
本
県
八
代
市
の
ほ
ぼ
中
間
、

熊
本
市
か
ら
天
草
に
向
か
う
国
道
２
６
６
号

沿
い
に
開
設
し
て
１２
年
。
地
元
不
知
火
生
ま

れ
の
果
物
「
デ
コ
ポ
ン
」
は
開
駅
か
ら
当
駅

の
イ
チ
オ
シ
で
あ
る
。

デ
コ
ポ
ン
は
１
９
７
２
年
、
お
隣
り
長
崎

県
の
旧
農
水
省
果
樹
試
験
場
で
清
見
に
ポ
ン

カ
ン
を
交
配
し
て
誕
生
し
た
品
種
。
不
知
火

町
で
試
作
、
改
良
を
重
ね
た
末
、
９０
年
ご
ろ

商
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
、
熊
本
県
果
実
連
合
会

が
「
デ
コ
ポ
ン
」
の
名
を
商
標
登
録
し
て
世

に
送
り
出
し
た
。
名
前
の
由
来
は
、
へ
た
の

部
分
、
つ
ま
り
お
「
デ
コ
」
が
「
ポ
ン
」
と

飛
び
出
て
い
る
か
ら
と
か
、
デ
コ
（
凸
）
に

「
ポ
ン
カ
ン
」
の
ポ
ン
を
掛
け
合
わ
せ
た
か

ら
と
も
言
わ
れ
る
。同
じ
柑
橘（
か
ん
き
つ
）

類
の
親
の
ポ
ン
カ
ン
と
比
べ
、
確
か
に
お
で

こ
の
突
出
が
際
立
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
愛
媛
県
の
「
ヒ
メ
ポ
ン
」
、
鹿

児
島
県
の
「
ラ
・
ミ
ポ
リ
ン
」
、
広
島
県
の

「
キ
ヨ
ポ
ン
」
な
ど
の
異
名
で
同
種
の
も
の

が
出
回
っ
た
の
で
、
熊
本
県
果
実
連
が
音
頭

を
取
っ
て
「
糖
度
１３
度
以
上
、
酸
度
１
。
０

以
下
」
を
「
デ
コ
ポ
ン
」
と
す
る
こ
と
で
全

国
統
一
し
た
。

生
産
量
も
味
も
宇
城
市
が
日
本
一
だ
と
思

う
。
発
祥
地
の
不
知
火
産
は
特
に
風
味
が
よ

く
、
皮
が
柔
ら
か
い
の

で
簡
単
に
手
で
む
け

る
。
実
の
袋
も
薄
く
て
種
が
な
い
た
め
食
べ

や
す
い
。
ビ
タ
ミ
ン
と
食
物
繊
維
に
富
み
、

さ
わ
や
か
に
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た
甘
味
と
酸
味

が
人
気
の
秘
訣
と
な
っ
て
い
る
。

収
穫
は
１１
月
下
旬
か
ら
１
月
下
旬
。
低
温

貯
蔵
の
時
間
を
か
け
る
ほ
ど
糖
度
が
増
し
酸

味
が
落
ち
る
の
で
、
食
べ
頃
に
合
わ
せ
て
１２

月
～
５
月
に
販
売
し
て
い
る
。

物
産
館
で
は
デ
コ
ポ
ン
を
使
っ
た
加
工
品

も
扱
っ
て
い
る
。
原
料
を
山
梨
県
に
送
り
醸

造
し
て
も
ら
っ
た
限
定
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
デ

コ
ポ
ン
ワ
イ
ン
」
（
７
２
０
㍉
㍑
１
５
０
０

円
）
、
熊
本
県
球
磨
郡
の
地
元
メ
ー
カ
ー
に

造
っ
て
も
ら
っ
た
甘
口
の
「
デ
カ
ポ
ン
リ
キ

ュ
ー
ル
」
（
焼
酎
、
７
２
０
㍉
㍑
１
３
０
０

円
）。不

知
火
は
本
来
、
毎
年
８
月
下
旬
か
ら
９

月
上
旬
の
旧
暦
８
月
１
日
、
午
前
零
時
～
午

前
３
時
ご
ろ
の
数
時
間
だ
け
出
現
す
る
神
秘

の
火
、
「
不
知
火
」
で
有
名
で
あ
る
。
不
知

火
海
の
沖
合
い
に
初
め
一
つ
二
つ
見
え
て
い

た
火
が
突
然
左
右
に
別
れ
、
水
平
線
上
に
連

な
っ
た
り
集
ま
っ
た
り
明
滅
し
た
り
、
さ
ら

に
上
下
で
踊
り
合
っ
た
り
、
千
変
万
化
し
た

挙
げ
句
、
夜
明
け
前
に
す
う
っ
と
消
え
る
。

日
本
書
紀
の
古
代
か
ら
現
代
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
ロ
マ
ン
た
っ
ぷ
り
に
語
ら
れ
て
き

た
。
今
も
「
不
知
火
」
の
魅
力
は
不
変
で
、

見
物
客
が
絶
え
ま
せ
ん
。

埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
四
方
を
秩
父
山
系
に
囲

ま
れ
、
水
が
き
れ
い
で
緑
豊
か
な
盆
地
に
あ
る
比

企
郡
小
川
町
。
か
つ
て
鎌
倉
か
ら
上
州
（
今
の
群
馬
県
）

に
通
じ
る
鎌
倉
街
道
の
要
衝
の
地
に
当
た
り
、
道
の
駅
に
登
録

さ
れ
て
す
で
に
１５
年

と
比
較
的
古
い
こ
と
も

あ
っ
て
、「
お
が
わ
ま
ち
」

で
は
「
手
す
き
和
紙
」

に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
歴
史
に
彩
ら
れ
た

物
語
の
中
で
地
元
の

物
産
と
体
験
を
味

わ
う
こ
と
が
で

き
る
。

道
２１
世
紀
新
聞
で
は
、
毎
号
「
人
と
道
」
に
関
す
る
読
者
の
ご

意
見
を
募
集
し
、
人
と
道
の
あ
り
方
を
共
に
考
え
る
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
い
ま
す
。

第
１７
号
は
『
道
の
駅
の
情
報
発
信
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
』
を

実
施
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
道
２１
世
紀
新
聞

で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
連
諸

団
体
に
も
提
供
し
、
今
後
の
「
道
の
駅
」
な
ら
び
に
周
辺
地
域
活

性
化
に
供
す
る
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
働
き
か
け
ま

す
。ご

回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、
結
果
の
み
を
公
表
し
、

個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と
は
一
切
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど
し
遠
慮
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
回
答
い
た

だ
け
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３０
名
様

に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

「道の駅の情報」についてのアンケート

Ｑ１． 「道の駅」では、色々な情報を発信していますが、あなたはどのよ

うな情報を利用していますか？（いくつでも）

①道路・交通情報 ②周辺地域の情報 ③周辺地図 ④特産品等

の情報 ⑤災害等の情報 ⑥医療機関の情報 ⑦天気情報 ⑧近

隣の道の駅情報 ⑨イベント情報 ⑩その他（ ）

Ｑ２． 最もよく利用しているのはどのような情報ですか？（一つだけ）

①道路・交通情報 ②周辺地域の情報 ③周辺地図 ④特産品等

の情報 ⑤災害等の情報 ⑥医療機関の情報 ⑦天気情報 ⑧近

隣の道の駅情報 ⑨イベント情報 ⑩その他（ ）

Ｑ３． 今後、更に充実させて欲しいと思うのは、どのような情報ですか？

①道路・交通情報 ②周辺地域の情報 ③周辺地図 ④特産品等

の情報 ⑤災害等の情報 ⑥医療機関の情報 ⑦天気情報 ⑧近

隣の道の駅情報 ⑨イベント情報 ⑩その他（ ）

Ｑ４． あなたは道の駅でどのようにして情報を得ていますか？

①駅長・スタッフや案内人から ②案内板・掲示板等 ③検索で

きる情報端末 ④ＴＶ・ビデオ放映 ⑤パンフレット等の無料印

刷物 ⑥新聞等無料の出版物 ⑦展示物 ⑧地元の利用者から

⑨その他（ ）

Ｑ５． 今後、充実させて欲しいものはどれですか？

①駅長・スタッフや案内人から ②案内板・掲示板等 ③検索で

きる情報端末 ④ＴＶ・ビデオ放映 ⑤パンフレット等の無料印

刷物 ⑥新聞等無料の出版物 ⑦展示物 ⑧地元の利用者から

⑨その他（ ）

Ｑ６． 道の駅が行っている情報発信について、ご希望やご意見などお気づ

きになったことがありましたら、どのようなことでも結構ですので

ご記入ください。

（ ）

Ｑ７． この新聞はどこの道の駅で入手しましたか？

Ｑ １： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩その他（ ）

Ｑ ２： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩その他（ ）

Ｑ ３： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩その他（ ）

Ｑ ４： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨その他（ ）

Ｑ ５： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨その他（ ）

Ｑ ６： （ ）

Ｑ ７： a ） 県 b）（駅名）

お名前： （フリガナ： ）

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号： （ ）

性 別：男・女 年齢： 歳 職業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入下さい）

話題の道の駅

第１７号『道の駅の情報発信に関するアンケート』回答用紙

「人と道」を考えるアンケート

ご意見をお寄せください！

お
が
わ
ま
ち

ご回答は回答用紙に記入し、枠に沿って切り抜き、はがき等に貼付し投函くだ

さい。ホームページからも回答できます。

〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内

ＮＰＯ法人 人と道研究会「読者アンケート係」宛

ホームページ（http://www.route-press２１st.jp）

＝熊本県宇城市不知火町永尾１９１０－１

道の駅 不知火（しらぬい）

森下 鎮雄支配人（６５）

デ
コ
ポ
ン
人
気

さ
わ
や
か
甘
味
と
酸
味

平成２０年３月３１日締 切 日

送 付 先

応 募 方 法

第 17号道 21世紀新聞 Route Press 21st.2008 年（平成 20 年）2 月11

����������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

道
路
は
利
権
だ
と
い
っ
た
話
ば

か
り
が
流
布
し
て
、
普
段
か
ら

道
路
を
使
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様
に

は
、
ず
い
ぶ
ん
不
信
感
を
お
持

ち
に
な
っ
た
り
、
不
愉
快
な
思

い
を
も
た
れ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
か
、
と
心
配
し
て
い
ま

す
。道

路
の
整
備
は
、
地
域
の
土
地

利
用
を
大
き
く
変
え
た
り
、
産

業
の
配
置
を
決
め
た
り
す
る
力

を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
政
治
の

実
現
過
程
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
道
路

の
本
来
の
役
割
・
機
能
に
つ
い

て
、
わ
が
国
で
は
、
政
治
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
少
な
い
よ
う
で

す
。比

較
の
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
の
首
脳

は
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い

て
、
最
近
ど
の
よ
う
な
発
言
を
し

て
い
る
の
か
、
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
い
く
つ
か
の
例
を
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
ブ
レ
ア
前
イ
ギ
リ

ス
首
相
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。
「
優

れ
た
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
経
済
お

よ
び
社
会
の
繁
栄
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

わ
が
国
の
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
何

十
年
に
も
わ
た
っ
て
過
少
投
資
の

状
態
が
続
い
て
き
た
（
２
０
０
４

年
１０
月
）」。

こ
の
コ
メ
ン
ト
は
、
１
９
９
０

年
代
に
お
け
る
交
通
や
住
宅
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対
す
る
過
少

投
資
が
問
題
を
生
ん
だ
、
と
い

う
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
。

こ
う
し
て
最
近
で
は
、
公
共
投

資
額
を
大
幅
に
増
額
し
て
い
ま

す
。次

に
イ
タ
リ
ア
の
プ
ロ
デ
ィ
前

首
相
の
演
説
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
「
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

ー
へ
の
投
資
を
怠
っ
て
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
伴
う
競
争
の
な
か

で
、
イ
タ
リ
ア
は
生
き
残
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
（
２
０
０
６
年

３
月
）」。

こ
れ
を
受
け
て
イ
タ
リ
ア
で

は
、
０７
年
か
ら
始
ま
る
交
通
基
盤

施
設
の
た
め
の
大
き
な
投
資
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
コ
ペ
予
算
担

当
大
臣
の
演
説
で
す
。
「
０５
年
に

交
通
関
係
社
会
資
本
整
備
基
金
を

設
置
し
た
が
、
そ
の
額
を
引
き
続

き
増
額
す
る
（
２
０
０
７
年
６

月
）」。

わ
が
国
よ
り
も
、
相
当
に
豊
か

な
交
通
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ッ
ク
を
持

っ
て
い
る
は
ず
の
こ
れ
ら
の
国

々
。
何
か
ず
い
ぶ
ん
議
論
の
様
子

が
違
う
な
、
と
お
感
じ
に
な
り
ま

せ
ん
か
。

い
ま
、
利
権
議
論
を
超
え
て
、

道
路
と
は
本
来
何
の
た
め
の
社
会

資
本
な
の
か
、
を
踏
ま
え
た
議
論

こ
そ
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

考
え
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
福
島
駅
（
福
島
市
）

か
ら
南
東
へ
伸
び
る
国
道
１

１
４
号
は
、
県
の
真
ん
中
の

中
通
り
と
東
の
太
平
洋
を
結

ぶ
幹
線
の
一
つ
で
あ
る
。
同

駅
か
ら
２０
分
も
走
る
と
、
川

俣
町
に
入
る
。
同
国
道
に
面

し
た
道
の
駅
「
川
俣
」
は
い

や
で
も
目
に
飛
び
込
ん
で
く

る
。
愛
称
を「
オ
ア
シ
ス
i
n

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と
い
う
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

四
つ
に
分
か
れ
た
駅
施
設

の
ひ
と
つ
「
銘
品
館
シ
ル
ク

ピ
ア
」
の
ド
ア
を
開
け
る

と
、
若
い
女
性
店
員
の
元
気

な
声
が
迎
え
て
く
れ
た
。
店

は
さ
ほ
ど
広
く
な
い
が
、
明

る
い
デ
ザ
イ
ン
の
ス
カ
ー
フ

や
ネ
ク
タ
イ
な
ど
絹
織
物
が

ず
ら
り
と
並
ぶ
。
む
ろ
ん
、

名
物
の
川
俣
シ
ャ
モ
も
。
２

階
の
蕎
麦
六
で
味
わ
え
る
。

ク
ワ
の
茶
な
ど
に
も
人
気

が
集
ま
る
。

江
戸
時
代
、
シ
ャ
モ
は
絹

織
物
で
リ
ッ
チ
に
な
っ
た
�

絹
長
者
�
の
レ
ジ
ャ
ー
（
闘

鶏
）だ
っ
た
と
い
う
。
戦
後
、

米
国
種
と
掛
け
合
わ
せ
、
高

タ
ン
パ
ク
・
低
カ
ロ
リ
ー
の

健
康
食
品
に
な
り
、
今
や
貴

重
な
地
場
商
品
。
そ
の
肉
と

特
別
の
竹
串
を
使
い
、
「
世

界
一
の
焼
き
鳥
を
作
ろ
う

と
」
と
２
０
０
４
年
に
川
俣

町
で
１０
㍍
の
ロ
ン
グ
焼
き
鳥

を
完
成
さ
せ
た
の
を
皮
切
り

に
、
和
歌
山
県
日
高
川
町
、

長
門
市
な
ど
が
長
さ
で
覇
を

競
う
。
折
れ
た
ら
失
格
だ

が
、
記
録
は
年
々
伸
び
て
い

る
。
丸
出
し
の
ラ
イ
バ
ル
意

識
が
の
ぞ
く
。

銘
品
館
を
見
て
か
ら
、
機

織
機
な
ど
を
集
め
た
「
お
り

も
の
展
示
館
」
、
コ
ー
ス
タ

ー
な
ら
小
学
生
で
も
簡
易
織

機
で
３０
分
で
織
れ
る
「
か
ら

り
こ
館
」
を
歩
く
の
も
楽
し

い
。
織
物
の
歴
史
を
バ
ッ
チ

リ
と
マ
ス
タ
ー
で
き
る
。
４

月
６
日
ま
で
は
「
ひ
な
人
形

展
」
で
に
ぎ
わ
う
。

さ
ら
に
、
地
元
農
産
物
を

売
る
「
愛
菜
館
」
も
重
宝
こ

の
上
な
い
。

こ
の
４
施
設
は
１
９
８
８

年
か
ら
順
次
整
備
さ
れ
、
９４

年
に
県
内
２
番
目
の
「
道
の

駅
」
と
な
っ
た
。
「
ず
っ
と

町
直
営
で
や
っ
て
き
た
。
全

国
で
も
珍
し
い
は
ず
」
と
駅

長
の
松
本
康
弘
さ
ん
。
当

然
、
町
職
員
で
あ
る
。
約
３０

人
の
従
業
員
が
働
い
て
お

り
、
訪
れ
る
客
は
年
間
約
３０

万
人
に
。
福
島
市
な
ど
か
ら

の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

「
と
く
に
２
０
０
３
年
か

ら
の
駐
車
場
整
備
以
後
、
客

足
は
ぐ
ん
と
伸
び
た
」
（
松

本
さ
ん
）
。
９９
年
度
約
１
億

円
だ
っ
た
売
上
額
は
、
０７
年

度
に
は
ほ
ぼ
倍
増
す
る
見
込

み
と
い
う
。

中
南
米
音
楽
好
き
の
住
民

の
提
唱
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・

コ
ス
キ
ン
市
の
祭
り
を
ヒ
ン

ト
に
始
ま
り
、
今
や
秋
の
風

物
詩
に
な
っ
た
「
コ
ス
キ
ン

・
エ
ン
・
ハ
ポ
ン
」
な
ど
全

国
的
に
も
知
ら
れ
る
イ
ベ
ン

ト
を
も
つ
川
俣
町
だ
が
、「
４

施
設
を
回
遊
式
に
し
て
も
っ

と
見
や
す
く
し
た
り
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
一
層
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
」
（
松
本
さ

ん
）
と
意
欲
的
で
あ
る
。

愛
媛
県
大
洲
市
河
辺
。
標
高
８
０
０
～

１
０
０
０
㍍
の
山
ま
た
山
に
囲
ま
れ
た
河

辺
地
区
に
は
八
つ
の
屋
根
付
き
の
橋
・
屋

形
橋
が
集
中
し
、
「
浪
漫
八
橋
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

浪
漫
八
橋
は
御
幸
の
橋
、
三

嶋
橋
、
豊
年
橋
、
帯
江
橋
、
秋

滝
橋
、
龍
神
橋
、
ふ
れ
あ
い
橋
、

龍
王
橋
。
一
番
古
い
御
幸
の
橋

（
長
さ
８
・
３
㍍
）
∥
写
真
∥

は
１
７
７
３
（
安
永
２
）
年
に

架
け
ら
れ
、
ケ
ヤ
キ
材
、
屋
根

は
ス
ギ
皮
葺
き
で
、
ク
ギ
は
一

本
も
使
わ
れ
て
い
な
い
。

浪
漫
八
橋
は
通
行
す
る
だ
け
の
橋
で
は

な
く
、
昔
は
農
作
物
、
農
機
具
の
一
時
的

な
保
管
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
、
現
在
は

一
部
の
橋
に
椅
子
が
置
か
れ
、
住
民
が
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
場
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
独
特
な
景
観
が
観
光
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
、
地
元
で
推
進
し
て
い
る

「
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬

脱
藩
の
道
」
イ
ベ
ン
ト
に
浪
漫
八
橋
と
脱

藩
の
道
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
が
入
っ

て
い
る
。
龍
馬
は
御
幸
の
橋
を
わ
た
り
海

を
目
指
し
た

と
さ
れ
て
い

る
。屋

形
橋
は

全
国
の
神
社

仏
閣
で
よ
く

お
目
に
か
か

る
。
代
表
的

な
屋
形
橋
と

し
て
は
京
都
・
修
学
院
離
宮
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
千
歳
橋
、
香
川
県
琴
平
町
・
金
刀

比
羅
宮
の
鞘
橋
、
栃
木
県
足
利
市
・
ば
ん

阿
寺
の
反
橋
な
ど
が
あ
る
。
橋
と
通
行
人

を
風
雨
か
ら
守
り
、
ま
た
高
貴
な
人
専
用

の
通
路
と
も
な
っ
て
い
る
。

大石久和

「浪漫八橋」

道
路
と
は
何
の
た
め
の
社
会
資
本
か

今
こ
そ
、議
論
を

暮
ら
し
を
支
え
る

世界一長い焼き鳥の記録保持者は目下、山口県長門市（２０

・７１㍍）である。「でも、ウチこそ元祖」と身を乗り出すの

が福島県川俣町。阿武隈山系に抱かれた、のどかなこの町に

ある道の駅「川俣」は、カラフルな絹織物などをセールスポ

イントにした、かわいらしい駅だ。

道
の
駅
「
川
俣
」

シ
ャ
モ
の
焼
き
鳥
自
慢

元
祖
世
界
一
は
ウ
チ

カ
ラ
フ
ル
な
絹
織
物
ず
ら
り

【道の駅「川俣」】

■経営形態＝川俣町直営■営業時

間と定休日＝施設や店、季節によっ

て違うが、概ね午前９時半～午後５

時（年末年始休み）▽蕎麦六は午前

１１時半～午後２時（月曜と年末年

始休み）■駐車＝普通８０台、障害者

用１台、大型３台■東北自動車道福

島西ＩＣ、同二本松ＩＣから各３０分

■〒９６０-１４０６、福島県伊達郡川俣町

鶴沢東１３－１（☎０２４･ ５６６･ ５２５３）

！

銘品館シルクピアと「からりこ館」（右奥）
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